


星座紹介コーナーの星や星座には※マークが付いています。
残念ながら、きょしちょう座・ふうちょう座は日本からは見ることができません。

2020年秋の天文イベント ～星空を見上げてみよう～2020年秋の天文イベント ～星空を見上げてみよう～

星座紹介コーナー  ～ 秋の星々と鳥の星座 ～星座紹介コーナー  ～ 秋の星々と鳥の星座 ～

きょしちょうとは、南米に生息するくちば
しの大きな鳥で、当時のヨーロッパでは
珍しかったことから星座になりました。
南半球の星空で肉眼でもはっきり見え
る大マゼラン雲と小マゼラン雲のうち、
きょしちょう座にはこの小マゼラン雲が
ありあす。周辺には球状星団など珍しい
天体も多くあります。

ふうちょう座は、ニューギニアなどの熱帯に住
む極楽鳥の一種「ふうちょう」を星座にしたも
のです。日本からは見ることができません。新
しい星座なので神話などはありません。南半
球の星座には大航海時代にヨーロッパに伝
わった珍しい生き物がいくつか描かれていま
す。美しい極楽鳥も当時のヨーロッパに輸入
され人 を々とりこにしたのでしょう。

★ふうちょう座★★ふうちょう座★

1603年に決められた新しい星座です。
全天には9個の鳥にちなむ星座があり
ます。このつる座は日本では高く昇らず、
南の空に低く昇るため、あまり見る機会
はありません。元々はフラミンゴのイメ
ージであったとも伝えられています。

秋は、明るい恒星の少ない季節です。そんな静かな夜空が一般的ですが、今年は明るい惑星がその夜空を彩ります。
夕方の空に木星と土星。夜半には火星。そして夜明けには金星が明るく輝いています。

秋のイベント、ジャパン・バード・フェスティバルに関連して鳥にまつわる星座を紹介します。

★きょしちょう座★★きょしちょう座★

★秋の星々★★秋の星々★

★つる座★★つる座★

小惑星探査機はやぶさ2が2020年12月に地球に帰還し、訪問した星のサンプルを地球に持ち帰る予定です。
さて小惑星探査機はやぶさ2が訪れた小惑星の名前はなんでしょう？

①りゅうぐう　　　　　②たからじま　　　　　③ネバーランド

さて答えは？水の館3階のプラネタリウム横のスタンプコーナーで説明しています。

2020年7月2日午前2時32分。関東地方をはじめとした日本各地で大きな
火球の目撃情報がありました。火球とは流れ星の中でも非常に明るく見え
る現象で隕石の落下をともなうことがあります。目撃情報からこの火球の
経路が判明し、東京湾から千葉県北西部方面に隕石の可能性が考えら
れました。そして7月13日に千葉県習志野市にて、落下した隕石が発見さ
れるに至りました。目撃情報から火球の経路がわかり、かつ隕石が発見さ
れたのは日本初の快挙でした。隕石は落下した習志野市の名前をとり、習
志野隕石と名付けられました。
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～小惑星探査機はやぶさ2が訪問した小惑星の名前は？～

天文ニュース ～習志野隕石～天文ニュース ～習志野隕石～
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スタンプをおしてみよう！
※スタンプはプラネタリウムの横にあるよ！

2020年度秋のスタンプ2020年度秋のスタンプ

2020年1月。千葉県に関係した大きなニュースがありました。
新しい地質年代の名称に千葉県にちなんだ「チバニアン」という名称
が国際学会で了承されたのです。今後、世界中の子どもたちも歴史上
のある時期をチバニアン期として学ぶことになります。チバニアンと
はいつなのか。どうしてチバニアンという名前がつかられたのかなどを
解説します。また、2020年7月の習志野隕石についても紹介します。

星空ギャラリー（水の館３F）～チバニアンの特集～星空ギャラリー（水の館３F）～チバニアンの特集～

▲チバニアンの露頭 ▲地球の磁気圏

しし座流星群

月と木星と土星が
接近

ふたご座流星群

土星と木星の
大接近

日 付 天文現象 説　　明

11 月 17日

11月 18日
11月 19日
11月 20日

12月 14日

12月 21日

今年は月明かりも無く観測に適しています。しし座流星群は明るい流れ星が多く、見応
えがあります。しかし出現数は1時間に10個程度。3大流星群とまではいきませんが秋
の夜長に楽しみな現象です。また2023年には比較的多く流れるという予報もあり、毎
年継続的に眺めていると比較できるかもしれません。
夕方の空に、細い月。その近くに明るい木星と土星を見ることができます。恒星とは
違い、日々位置を変える星ならではの現象です。夕方、空が暗くなる頃に西の空で見
られます。単純に美しく、ふっと宇宙の神秘を感じる風景となるでしょう。
3大流星群の一つで1時間に30～50個程度の流れ星を見ることができます。天頂高く
昇るふたご座を中心に流れるため、視界の広いところで見ると多くの流星が見られる
でしょう。周囲に明かりが少なく、暗い場所で観測しましょう。ただとても寒い季節
なので防寒対策も大切です。
夜空でとても明るく見える木星と土星が最接近します。21日に一番近づきますが、
数週間の間に日を追って近づいて、そして離れていきます。木星と土星が近づいて見
えるのはおよそ20年ごと。今年は木星と土星の間が0.1°（10パーセク＝32.6光年）
まで近づきます。そしてこれはなんと1623年以来の大接近となります。20年に一度
見られる木星と土星が近づく星空の風景を是非ご覧ください




